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～人権教育の充実～ 

  

１２月４日から１２月１０日は「人権週間」です。いじめや児童虐待等の子どもの人権問題，

インターネット上の人権侵害，障害のある人や性的マイノリティ等に対する偏見や差別等といっ

た多様な人権問題が依然として存在しています。 

学校では，一人一人の児童がその発達の段階に応じ，学校行事や学級での友だちとの接し方等

を通して，人権の意義・内容や重要性について理解させ，自分の大切さとともに他の人の大切さ

を認めることができるようになり，様々な場面や状況下での具体的な態度や行動に現れるように

取り組んでいるところです。  

そこで，日常生活の中で，相手に思いやりをもった言動に接する

場面，差別やいじめといった他人の人権をおびやかす（おびやかし

そうな）出来事に遭遇することがあります。その際，人権の価値や

その重要性を考えた上で，人権が守られ実現されている状態を感知

して，これを望ましいものと感じるとともに，逆に，これが侵害さ

れている状態を感知して，このままではいけない，許せない，おか

しいと気付く人権感覚を身に付けていくことが大切です。そのため

には，日頃から，人権というフィルターを通して物事を観る必要が

あります。 

 私たちは日常生活の中で，言葉を媒体として相手とコミュニケーションをとっています。言葉

によって相手を励まし・勇気づけることもありますが，時として言葉によって相手を傷つけるこ

ともあります。だからこそ，私たちは一言の力を知り，一言を大事に遣い，一言を選んで話すな

ど，一言一句をかみしめて相手に伝える努力を続けていきたいものです。相手を思いやる言葉を

続けることで，行動が変わります。そのことが人権尊重の理念で「人権共存（自分の大切さとと

もに，他の人の大切さを認めること）」につながると考えます。 

 

       ～子どもの姿に感銘～ 
朝のあいさつをしている際，ある児童に「校長先生，おはようござ

います。一日大変だと思うけど，頑張ってください。」と声をかけられ，

また，帰る際に，別の児童からは，「校長先生，一日お世話になり，あ

りがとうございました。」と声をかけられました。私は，「頑張って，あ

りがとう。」とちょっとした一言に心が温まる思いをした瞬間でした。

二人のお友だちの言動に大きな拍手を送るとともに，相手を気遣う心

の持ち主に成長している串木野小学校の子どもに誇りを感じます。 
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 爽やかな秋晴れの下，第 77 回運動会を開催いたし

ました。今年は４年ぶりに，一日開催となり，全校児

童による応援合戦や全学年の競技において，子どもた

ちは真剣にかつ友達と協力しながら運動会を楽しむ

生き生きとした姿を披露し，ご来場の皆様に，感動を

与えてくれました。 

 昨年までの３年間，縮小した形での開催を余儀なく

されましたが，今年の運動会は今まで我慢した分，運

動会本来の姿に戻したいという思いを児童，職員とも

に抱きながら実施できた運動会でした。特にリ－ダ－

としてがんばった６年生の姿は印象に残りました。 

開催に向けて準備,当日の運営等，ご協力いただき

ました保護者の皆様，ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

１２月行事予定           

９日(土) 土曜授業 ４年生 焼き芋大会  

１７日(日) ＰＴＡミニ門松販売 

１８日(月) 全学年４時間授業 

２２日(金) 終業式 
          

地域が育む「かごしまの教育」県民週間の取組～学校自由参観日～ 

花さき山の皆さんによる おはなし会 

１１月１日(水)と２日(木)の２日間,学校自由参観日を開催いたしまし

た。本校児童の保護者,祖父母の皆様,また地域の皆様にご参観いただき,誠

にありがとうございました。この期間中に学校を訪れた方は２８８名でし

た。来校された方の感想には，「全く知らない子どもたちにあいさつをして

もらえて嬉しかった。」「生き生きと学んでいる授業中と休み時間の，けじめ

をつけている様子をゆっくり参観できた。」「子どもたちの授業態度がとて

もよかった。日頃の指導がよいのだなと思った。」と記されていました。ま

た，期間中に開催したＰＴＡ教育講演会，昔の写真展も好評でした。 

今後も,機会がありましたら，ぜひ学校にご来校ください。 

 

 

 

今年も読み聞かせグループ「花さき山」の皆さんによる「おは

なし会」が，１１月９日・１０日の２日間,学年ごとに開催され

ました。  

「人形劇やパネルシアターが面白く，観ているうちに楽しくな

ってきた。」「声の調子を変えながら上手に絵本を読まれていて，

すごいなと感動した。一つ一つ手作りの道具を使って，たくさん

練習されていることが分かった。」「自分は，本とふれあう時間が

少ないので，本を読む時間を増やしたい。」と,子どもたちは様々

な感想をもち,大好評でした。 

花さき山の皆さんは，この催しの他にも市内の幼稚園や小学校

で幅広く活躍中です。読み聞かせ，パネルシアター,読書クイズ,

人形劇等のレパートリーも幅広く,子どもたちに読書の楽しさを

伝えたい,心豊かな人に成長してほしいという皆さんの気持ちが

伝わってきます。花さき山の皆さん，いつもありがとうございま

す。これからもよろしくお願いします。 

 

 

 

 

  


